




































電子(electron) e‐ ⇔ 陽電子 (positron)  e+
陽子 (proton) p ⇔ 反陽子 (antiproton) p





























violation CP  qp 
クォーク模型 (Quark Model)
陽子 p 中性子 n パイ粒子   
K粒子 K+ K- K0 K0
ラムダ粒子  シグマ粒子  
1964  ゲルマン (Gell-Mann)














2/3e  -1/3e  -1/3e
ハドロン (hadron): 強い相互作用をする粒子
1905 特殊相対性理論






















































1234 sec101.2  KEKB  cmL



















15    Countries and Regions
62    Institution
409  Members















CKMfitter Group (J. Charles et al.), 
Eur. Phys. J. C41, 1-131 (2005) [hep-ph/0406184],
updated results and plots available at: http://ckmfitter.in2p3.fr 
ビッグバンシナリオ
宇宙は高温・高密度の状態から膨張して今の姿になった
すべての粒子と反粒子が共存
粒子・反粒子の対消滅が進む
取り残された粒子で物質が構成された
なぜ粒子と反粒子の数に差が生じた？
粒子と反粒子に本質的な違い
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CPの破れ
６クォーク模型のＣＰの破れでは宇宙の問題を説明できない
未知のＣＰの破れのメカニズムが存在する
超対称理論 ?
LHC, Super‐KEKB
軽粒子の系でのＣＰの破れ?
ニュートリノ振動実験 (T2K, …)
ＣＰ対称性の破れの現状
• 標準模型はＫ中間子とＢ中間子のＣＰ対称性の
破れを説明する
• しかし標準模型は宇宙の物質優位の問題を説明
できない
未知のＣＰ対称性の破れのメカニズムの存在を意味する
